
初 閣 議 及 び 閣 僚 懇 談 会 議 事 録 

開催日時：令和７年１月７日（火）    １０：０１～１０：０８ 

開催場所：総理大臣官邸閣議室 

出 席 者：石 破 茂 内閣総理大臣 

村 上 誠一郎 国務大臣（総務大臣） 

鈴 木 馨 祐 国務大臣（法務大臣） 

岩 屋 毅 国務大臣（外務大臣） 

加 藤 勝 信 国務大臣（財務大臣、内閣府特命担当大臣） 

福 岡 資 麿 国務大臣（厚生労働大臣） 

江 藤 拓 国務大臣（農林水産大臣） 

武 藤 容 治 国務大臣（経済産業大臣、内閣府特命担当大臣） 

中 野 洋 昌 国務大臣（国土交通大臣） 

林 芳 正 国務大臣（内閣官房長官） 

平 将 明 国務大臣（デジタル大臣、内閣府特命担当大臣） 

伊 藤 忠 彦 国務大臣（復興大臣） 

坂 井 学 国務大臣（国家公安委員会委員長、内閣府特命担当大臣） 

三 原じゅん子 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

赤 澤 亮 正 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

城 内 実 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

伊 東 良 孝 国務大臣（内閣府特命担当大臣） 

欠 席 者：あ べ 俊 子 国務大臣（文部科学大臣） 

浅 尾 慶一郎 国務大臣（環境大臣、内閣府特命担当大臣） 

中 谷 元 国務大臣（防衛大臣） 

陪 席 者：青 木 一 彦 内閣官房副長官 

佐 藤 文 俊 内閣官房副長官 

岩 尾 信 行 内閣法制局長官 

欠 席 者：橘 慶一郎 内閣官房副長官 

閣議案件：別添案件表のとおり。 

○一般案件       １件 

○国会提出案件    １０件 

○人事         ２件 

いずれも、案件表のとおり、決定、了解となった。 
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議事内容： 

○林国務大臣：ただ今から、初閣議を開催いたします。 

まず、年頭に当たり、石破内閣総理大臣から、ごあいさつがございます。 

○石破内閣総理大臣：皆様、明けましておめでとうございます。私は、本年を、衆知

を集め、豊かさと笑顔を皆様に届けていく１年にしたいと思っています。全ての

人々の幸せを実現するため、３つの重要政策課題に取り組みます。第１は、外交・

安全保障上の課題への対応です。厳しく複雑な国際情勢が我が国を取り巻く中、外

交と防衛を車の両輪として、我が国の国益を守り抜きます。防衛力の根幹である自

衛官の生活・勤務環境や処遇の改善にも取り組んでいきます。第２は、日本全体の

活力を取り戻すことです。地方創生２．０を起動し、多様な国民の幸せが実現でき

る日本を作っていきます。また、「賃上げと投資が牽引する成長型経済」への移行

や、将来に向けた安心感を生む社会保障制度に向けても取り組んでいきます。第３

は、治安・防災への更なる対応です。いつ起きるかわからない災害にも、最大限の

備えをしてまいります。令和８年度中の防災庁設置に向けて着実に準備を進めてま

いります。「闇バイト」などの強盗・詐欺被害から、国民の皆様の生活を守っていき

ます。国民の皆様にとってすばらしい１年になるよう、内閣が一丸となり、真摯に、

そして謙虚に、国民の皆様の安心と安全を守るべく、力を合わせて頑張っていきま

しょう。どうぞよろしくお願いいたします。 

○林国務大臣：次に、閣議案件について、青木副長官から御説明申し上げます。 

○青木内閣官房副長官：一般案件等について、申し上げます。まず、信・解任状に認

証を仰ぐことについて、御決定をお願いいたします。本件は、「イエメン国」、「ナミ

ビア国」及び「ボツワナ国」駐箚特命全権大使の異動に伴い、交付すべき信任状及

び解任状であります。 
  次に、質問主意書に対する答弁書１０件について、お手元の資料のとおり、御決

定をお願いいたします。 
  次に、人事案件について、申し上げます。まず、石破内閣総理大臣が、日マレー

シア首脳会談等のため、９日から１２日まで、加藤財務大臣が、ベトナム国政府要

人との会談等のため、本日から１１日まで、それぞれ海外出張されますので、御了

解をお願いいたします。 
  次に、金子穰治外４３１名の叙位又は叙勲について、御決定をお願いいたします。 
○林国務大臣：次に、内閣総理大臣から御発言がございます。 
○石破内閣総理大臣：加藤大臣は、海外出張いたしますが、その出張不在中、村上大

臣を臨時代理とすることといたします。なお、私の海外出張不在中の臨時代理は、

既に指定されているとおり林内閣官房長官となりますので御了知願います。 
○林国務大臣：これをもちまして、初閣議を終了いたします。 

引き続き、閣僚懇談会を開催いたします。 
御発言はございますか。 
無いようですので、以上をもちまして、閣僚懇談会を終了いたします。 
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令和７年 

１月７日 

    

◎ 一 般案 件   

 ☆ イエ メ ン国 駐 箚特 命 全権 大 使中 島 洋一 外 ２名 に 交 

付 す べ き信 任状 及 び前 任 特命 全 権大 使 林  克 好外 

２ 名 の 解任 状に つ き認 証 を仰 ぐ こと に つい て 

（ 決 定 ）              （外 務 省） 

 

◎ 国 会 提出 案件 

       1.参 議 院議 員 神谷 宗 幣（ 無 所属 ） 提出 ガ バメ ン 

ト ク ラ ウ ドのセ キ ュリ テ ィ基 準 見直 し に関 す 

る 質 問 に 対する 答 弁書 に つい て （決 定 ） 

（ 内 閣 官 房） 

 ○  1. 参 議院 議 員紙 智 子（ 共 産） 提 出ア イ ヌ施 策 推 

進 法 の 見 直しに 関 する 質 問に 対 する 答 弁書 に 

つ い て （ 決定）          （ 同上 ） 

1. 参議 院議 員神 谷 宗幣 （ 無所 属 ）提 出 我が 国 の 

カ ウ ン タ ーイン テ リジ ェ ンス 強 化に 関 する 質 

問 に 対 す る答弁 書 につ い て（ 決 定 )( 警 察庁 ） 

1. 参議 院議 員浜 田 聡（ Ｎ 党） 提 出何 度 も回 答 可 

能 な ア ン ケート 調 査の 結 果を 基 に兵 庫 県知 事 

の パ ワ ハ ラを見 聞 きし た 旨の テ レビ 報 道が 繰 

り 返 し な された こ と等 に 関す る 質問 に 対す る 

答 弁 書 に ついて （ 決定 ）     （ 総 務省 ） 

1. 参議 院議 員髙 良 鉄美 （ 沖縄 ） 提出 在 日米 軍 構 

成 員 に よ る犯罪 事 件及 び 事故 並 びに そ の防 止 

策 に 関 す る質問 に 対す る 答弁 書 につ い て 

（ 決 定 ）            （ 外 務省 ） 

1. 参議 院議 員山 本 太郎 （ れ新 ） 提出 令 和６ 年 能 

登 半 島 地 震及び 令 和６ 年 奥能 登 豪雨 被 災地 に 

お け る 文 化財保 全 に関 す る質 問 に対 す る答 弁 

書 に つ い て（決 定 ）     （ 文部 科 学省 ） 

 

資 料  
な し  

資 料  
あ り  

（ 火 ）  初 閣 議 案 件 
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1. 参議 院議 員神 谷 宗幣 （ 無所 属 ）提 出 我が 国 に 

設 置 さ れ た孔子 学 院に 関 する 質 問に 対 する 答 

弁 書 に つ いて（ 決 定）    （ 文部 科 学省 ） 

1. 参議 院議 員神 谷 宗幣 （ 無所 属 ）提 出 ＧＩ Ｇ Ａ 

ス ク ー ル 構想（ １ 人１ 台 端末 ） の弊 害 等に 関 

す る 質 問 に対す る 答弁 書 につ い て（ 決 定） 

（ 同 上 ） 

1. 参 議院 議員 石 垣の り こ（ 立 憲） 提 出国 民 健康 

保 険 料 （税） の 徴収 方 法に 関 する 質 問に 対 す 

る 答 弁 書につ い て（ 決 定）  （厚 生 労働 省 ） 

1. 参議 院議 員石 垣 のり こ （立 憲 ）提 出 国民 健 康 

保 険 料 （税） の 資産 割 に関 す る質 問 に対 す る 

答 弁 書 につい て （決 定 ）      （同 上 ） 

            

◎ 人  事 

 ☆ 内閣 総 理大 臣 石破  茂外 １ 名の 海 外出 張 につ い て  
（ 了 解 ） 

 ☆ 元衆 議 院常 任 委員 会 専門 員 金子 穰 治外 ４ ３１ 名 の  
叙 位 又 は叙 勲に つ いて （ 決定 ） 

 

 

〔 ○ 署名 あ り  ☆ 署名 な し〕 

 

 

資 料  
な し  

資 料  
あ り  
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